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す
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報
に
呼
り
精
々
簡
界
在
る

様
式
を
以
七
､
軸
面
の
習
癖
散
見
像
化
し
､
且
野
外
に

於
で
貸
地
に
蒐
基
せ
る
密
接
を
険
関
す
る
の
み
で
'
結

局
の
回
答
に
揺
す
る
隔
-1
告
知
-
得
る
｡

否
々
の
澄
接
が
'
向
斜
曲
線
と
変
る
背
斜
曲
線
を
不

す
場
合
に
は
終
局
の
回
答
は
な

い
｡

蓋
し
.
軸
面
が
楕
園
に
し
て
p
無
限
に
深
虞
ま
で
追

跡
し
柑
ざ
る
に
依
る
｡

然
し
p
若
し
該
曲
線
の
背
斜
部
が
虻
に
不
明
瞭
と
夜

I)

-
'
遂

に

'

一
直
線
を
以
y
表
さ
れ
p
即
ち
､
摺
嚢
の

l
巽
が

m
ono
plan
e
と
な
ら
ば
'
軸
面
鷺

arab
ola

第
五
腕

蓋的

五
四

と
な
-
深
慮
に
於
け
る
終
局
を
表
現
す
る
事
に
な
る
｡

但
し
､
m
on
oplan
e
の
露
頭
の
幅
及
び
其
れ
に
包
括

ru
る
㌧
地
膚

の
厚
さ
北ハほ
天
然
に
あ
る
も
の
に
は
隈
鑑

が
あ
る
事
架
を
促
に
鈍
現
し
得
た
場
合
の
蒲
で
あ
る
.

軸
面
が

h
ypeT
b
o
ta
と
な
り
'

深
慮
ま
で
無
限
に

遵
瓦
す
る
場

合
に
は
､
両
翼
が
採
る
敢
後
の
形
式
は
必

ず
向
斜
で
あ
る
｡

軸
面
は
､
若
し
双
方
の
向
斜
部
が
完
金
で
あ
れ
ば
周

囲
に
あ
る
他
の
如
何
在
る
摺
髄
に
も
影
響
を
蒙
ら
ぬ
が

血
g
J
一
曲
線
と
在
る
｡

最
後
の

h
ypeT
bD
t
a

が
猫
か
る
～
前
に
､

外
方
は

両
翼
を
進
か

隔
た
る
地
鮎
よ
-
澄
櫨
材
料
を
蒐
韮
し
置

か
ぬ
ば
な
ら
ぬ
o

朝
宙
と
中
間
の
肢
部
の
縮
少

(T
he
､a
x
iat
p
tan
e

and
a
t

tenu
ation
of
th
e
m
id
d
te
Li
m
b
.)

摺

IE

の

mi
d
die
l
i

m
b
が
縮

少
せ
る
庭
で

は
､
朝

市
の
付
置
も
そ
の
結
果
慶
形
す
る
.

各
層
位
の
非
行
性
(

P
a

ral
te
lism
)
が
最
早
維
持
n

れ
ぬ
結
果
'
非
弧
粗
相

嚢

(

In
com
p
ete
nt
f
old
)
と

な
み
'
而
し
て
'
地
表
に
於
け

る
縮
少
皮
(
D
eDO･ree



o
f

a
t
tenua

t
i
o

n
)
を
決
定
す
べ
き
表
面
赫
料
は
豊
富

に
得
ら

れ
よ
う
が
p
必
ず
し
も
深
慮
に
於
tJ
同
弾
圧
で

縮
少
が
起
る
と
は
限
ら
な

い
｡

鼻
に
魂
多
の
不
明
を
要
素
が
あ
-
該
問
題
を
完
全
は

取
扱
ふ
に
は
蔑
何
撃
的
ほ
複
雑
が
件
ふ
故
､
現
在
の
智

識
程
度
に
於
で
は
､
か
J
る
塵
澱
は
粂
-
､

一
顧
は
臆

せ
ぬ
も
の
で
あ
る
.

姑

一
に
､
張
馳
摺
壁
に
於
る
軸
面
の
定
義
は
最
早
容

れ
ら
れ
NTI6
5,.

軸
面
は
'
澱
早
p
或
特
定
暦
位
と
し
て
の
定
摺
壁
の

両
親
の
肢
邦
よ
-
等
距
離
に
運
動
す
る
鮎
の
軌
跡
で
は

な

い
｡

さ
り
と
て
､
別
に
各
層
棟
は
於
で
開
架
の
肢
部
よ
与

の
距
雛
の
間
に
明
に

-i
定
比
の
閥
係
が
春
准
す
る
の
で

も
な

い
｡
榊
面
の
構
成
は
p
昭
､
幾
多
の
圏
付
に
封
す

る
補
数
を
完
成
の
上
で
､
頂
鮎
を
連
結
す
る
に
留
ま
-

他
に
方
法
が
な

い
｡

か
-
し
て
得
た
る
曲
線
を
軸
面
の
断
面
と
呼
ぶ
｡

然
し
中
間
の
肢
が
輔
小
せ
る
摺
架
は
繰
越
に
放
る
構

成
に
闘
す
る
明
瞭
な
る
概
念
を
授
け
る
所
の
地
表
に
於

地
即
断
…脚
脚
の
鵜
仰
樹
的
作
闘
法

る
若
干
の
驚
櫨
を
提
供
す
る
｡

筋

一
に

､

理
想
的
相
似
摺
曲
(
S
imi
)a
T

fo
ld
)
は
'

組
べ
て
の
閏
壁
が
地
下
に
於
で
終
に
滑
滅

す

る
が
故
に

決
し
て
賓
現
せ
ぬ
｡
且
'
大
抵
p
中
間
の
肢
郵
縮
小
に

壁
化
が
あ
-
､
或
岩
石
昔
は
他
よ
-
も
著
-
乙
の
環
の

超
勤
に
影
響
さ
れ
て
屠
る
｡

一
般
に
､
中
間
の
鹿
部
の
中
心
地
城
に
於
て
縮
小
皮

が
敢
大
に
達
し
背
斜
及

fo
re
sy
n
ctin
e

の
両
軸
の
末

々

Fig.3 5の
的
確
袈
ほ
し
で
最
大
縮
小
皮
は
両
軸
の
方
向
は
晒

減
小

5

す
0箪

位
の
厚
さ
の
間
隔
を
以
て
各
層
位
は
示
さ
る
.

綬
斜
せ
る
鞍
部
は

fo
r

e
sfn
c
lin
e
の
四
部
と
等
-

強
靭
性
に
し
て
摺
嚢
部
は
0
1

､

0｡
を

･[･
心
と
せ
る
弧
に

依
-
支
配
さ
る
｡
況
塵
に
於
る
摺
整
数
構
-
陀
皆
-
如

何
な
る
表
面
材
料
を
婁
す
る
や
?

更
に
牢
種
㈹
に

治這
何
等
縮
小
が
な

い
こ
と
が
僻

方

へ
滅
少
す
る
傾
向

も
存
在
す
る
.

は
中
間
の
肢
部
が
直
立
せ
る
稚
拙
想
化
せ
る
株
式

蓋

#

五
瓦



節
十
四
懸

る
｡
該
摺
製

を
横
切
り

7
{

化

〃ヽl
ヽ
｡打
､
ガ

.
が
等

の
層
位
の
封
比
を
知
る
.

rb
で
.
C
鮎
よ
-
下
方
は
㌦
よ
-
始
め
て
軍
使
の
厚

ru晶

妄

急

上
は
慣
切
是

つ
け
,
鋸
は
封
し
て

も
同
校
は
操
作
を
繰
返
す
｡
層
位
t
が
t
が

'

″
､
d

第
五
班

孟

!ハ

五

大

｡灯
､
㌦
及
が
は
綬
科
せ
る
蟹
よ
-
峰
は
至
る
迄
描
か
れ

る
が
t
eri
以
下
の
層
位
は
道
程
の
中
途
迄
し
か
播
か
れ

拍
0次

に
p
此
等
の
暦
伐
を
､
m
id
d
te
仙im
b
に
於
る
既

知
の
地
表
上
の
交
鮎
に
結
び
合
は
す
に
は
.
最
も
合
理

的
を
曲
線
を
以
て
せ
ぬ
ば
な
ら
ぬ
｡

雑
で
､
層
位
eb
に
輔
し
て
は
.
該
暦
位
の
傾
斜
及
垂

線
は
D
に
於
て
典

へ
ら
れ
再
び
E
及
F
に
於
で
輿

へ
ら

る
○此

等
の
諸
報
h
=)通
過
し
て
手
番

き
(freehand)
紘

て
曲
線
を
措
き
得
る
も
､
恒
は
各

瓢
を
迫

る
垂
線
と
直

交
す
べ
き
rJ
と
む
念
頭
は
乾
か
ぬ
ば
怒
ら
氾
O

既
は
述
べ
し
補
挿
傾
斜

(
In
te
rp
o
lated

d
ip
)
紘

使
用
せ
る
と
同
様
な
構
成
法
は
倦
む
兼

何
学
的
は
曲
線

を
潤
-
事
を
得
｡
然
し
何
れ
の
二
層
位
は
就
て
見
る
も

同
じ
種
皮
の
轡
曲
で
は
な

い
｡
且
'
各
暦
位
は
就
て
繰

返
さ
れ
る
操
作
は
金
-
従
算
に
終
る
で
あ
ら
う
｡

層
位
が
t
｡
t
d
､
㌦
､
㌔
､
が
に
放
て
.
中
間
の

肢
の
露
出
部
の
構
成
を
手
番

き
に
で
完
成
せ
よ
｡



苫
て
､
各
層
位
間
の
距
離
の
露
出
部
に
1
'
2
､
3

及

4
と
命
名
す
｡
層
位
㌦
は
峰
の
位
置
で
は
で

>･l躍
る

fJ
と
1
ほ
等
-
､
圏
位
㌦

は
峰
の
位
置
で
は
C1.U

を
踊
る

乙
と
2
ほ
等
し
以
下

同

様
｡
こ

の
使

件
を
充
す

様
に
'

地
表
以
下
に
理
捜
せ
る
mi
d
d
te
iim
b
の
部
分
に
露
出

部
の
間
隔
む
移
動
す
.

骨
位
が
以
下
ほ
て
は
'
該
招
曲
は
弧
搬
性
と
な
㌔

軍
に
α

を
中
心
と
せ
る
弧
GH
む
以
て
表
現
さ
る
｡

而
し
て
峰
の
G
鮎
以
下
で
は
軸
面
は
α
p
03
を
焦
鮎

と
せ
る

h
yp
erb
ota
で
あ
る
｡

摺
曲

の
振
幅

は
mi
d
d
te
].im
b

に
於
る
露
出
地
層

の
厚
さ
と
そ
の
縮
小
庇
に
依
-
決
定
さ
る
-̂
事
は
明
か

で
あ
る
｡
加
之
､
鼻
動
の
薯

い
mi
d
d
te
tim
b
の
部
分

に
封
す
る
軸
面
の
傾
斜
は
.
縮
小
鹿
に
正
比
例
し
て
槍

63

大
す
る
｡

.格は
同
様

ほ
し
.て
構
成
ru
れ
ね
縮
小
せ
る
肢

打
上

部
を
有
す
る
押
被
せ
欄
曲
を
ボ
す
｡

以
上
を
概
観
す
る
に
､
傾
斜
の
密
接
に
位
も
梨
園
し

一
連
の
切
線
弧
群
叉
は

.t
架
よ
-
他
異

へ
と
封
此
す
る

地
質
噺
相
聞
の
放
仰
蝉
的
作
槻
法

構
成
法
に
依
-
作
成
さ
れ
し
強
靭
摺
曲
に
於
で
'
朝
市

は
数
撃
的
正
確
度
を
以
て
決
定
さ
る
｡

l
鹿
野
比
が
明
に
な
る
や
.
典
へ
ら
れ
た
る
既
知
の

傾
斜
の

一
群
は
封
し
描
き
得
る
唯

l
組
の
聞
弧
が
春
在

す
る
.
而
し
て
'
任
意
の

二
つ
の
輿

へ
ら
れ
し
傾
斜
の

aoP ■′

dI♂㌔C1--3 ' !三 宝.
ち1
l

d lya -.I
I&
.3

間
に
あ
る
中
間
傾

斜
ほ
し

で

該

傾

斜
に
依
る
牛
雀

へ
･

の
垂
線
と
封
腰
せ
沿
も
の
は
な

い
｡

極
度
に
符
合
せ
ざ
る
傾
斜
は
該
曲
線
む
完
全
は
排
除

す
る
こ
と
と
な
ら
､

切
線
性

(
T
a
ngen
cy)
と
封
比

(
C
o
T
reta
tion
)と
が
同
時
に
保
持

ru
る
ゝ
事
が
不
可
能

と

在

る
0

慧
七

五
七
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F
ig
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37
.

田
封
終
g
r
二
もgjL
7

.)
昏

叫

＼
1
沖
LLJ舞
=
尊
JL,顛
置
詞
ELh
7
望
-
†
9
,

J

e

sur
詣

Eu
]
I

f

Jノ昔
可
J.=jC1-mm
A
垂
欝

貿

jlrT山.:
u

1)
事

熟

ヰ

tヽ,o

鵡
撃
=
衰
‥
軸
jF
普
魂
簿
y
J
覇
熟
亘

On,響
-
JJ･>
JL,☆悶

H
j･
対
米
jq/
:
亜

時
給

〉

油
津

･/).
0
1,

4.ff-撃
if
0
.I
.
〇
山
j
･
}
L
,

茄

Eujh

添

欝

j5.
0
1,

K

u
h
i

･H
G
la
封
垂
-
jlJノ昔
頚
J
ノ
;j
L

j･
JL,
盛

欝
欝
尊

山
9
誘
熟

ヰ
)i,o

O

S
嬰

･=

Zjil
,i,瑞

試

＼
j･A
洪
ffi
/

:
鶴
.'Tf
欝
.

治
聖
戦
O
ET,
0
1℃
j
･
)i
/試
買

一

輪

碧

j5.

0
17.

0
:0
jL･JL,茶
思
.チ

漁
.:;禦
j).
O
l㌔

治

掴
F昔
f
O
lr''

添

碧

H
O
l･7,

0
･.0

0
山l j･7L,臆

lib
藩
o

j
･

71,滴
昏
革
O
鴎

j･
)エ
対
置
o

j
l
L,椙
Hg
箪
o

0
421
j
･
JL,
溶

き
漆

o

是
の
如
F
J傾
斜
は
'
其
れ
が
不
碓
賓
ほ
し
で
信
用
な

き
も
の
か
叉
は
該
神
曲
が
強
靭
性
に
非
ざ
る
革
む
示

す

驚
接
と
な
る
｡

表
面
に
於
る
琵
嘘
と
構
成
の
操
作
と
は
瓦
に
相
腰
じ

不
備
を
補
ふ
｡
さ
て
斯
撃
の
攻
究
者
は
p
弧
靭
性
摺
曲

の
存
在
が
明
な
る
若
干
匿
域
に
於
て
p
野
外
観
察
か
3す

れ
ば
p
自
ら
前
記
構
成
法
の
簡
便

､
及
び
表
面
竃
機
の

補
挿
目
的
に
闘
す
る
正
確
度
妻
知
-
'
快
哉
を
禁
じ
程

な

い
と
思
考
す
る
｡

不
韓
に
し
て
p
我
が
基
蘭
に
は
､
強
靭
稽
曲
の
荊
替

地
餌
断
桝
糊

の
鵜
何
鍵
的
作
問
法

の
規
模
の
も
の
は
稀
で
あ
わ
P
叉
存
在
す
る
地
方
ほ
て

は
､
必
須
の
管
峻
材
料
は
地
上
の
植
物
繁
茂
の
膚
め
明

で
な

い
｡
第
六
牽
ほ
於
ィJ著
者
は
外
観
の
例
に
就
き
幾

何
撃
的
構
成
法
の
礁
用
を
二不
し
イしあ
る
｡

畳
櫨
材
料
が
悉
-
地
異
聞
に
記
錐
さ
れ
得
る
場
所
に

於
で
'
翻
p
且
p
断
面
に
於
る
軸
面
の
位
置
に
的
し
て

は
構
論
の
飴
地
が
あ
る
｡

極
め
て
普
遍
的
な
損
靭
性
摺
曲
の
場
合
に
は
､
金
-

試
論
の
飴
地
が
な

い
｡

乙
の
場
合
､
軸
面
は
数
多
の
相
切
せ
る
固
錐
曲
線
よ

t
忘

れ

五
九



地

球

第
十
何
番

第
五
炊

夫
〇

六
〇

-
成
立
せ
る
平
滑
曲
線
と
し
て
完
全
を
る
確
度
を
以
て

潤
か
る
｡

7
3

.格は
､
波
斯
西
南
部
に
在
る
バ
ク
チ
ア
-
山
脈
(B
at

F
kh
tiarim
otm
tains)に
於
る
強
靭
摺
曲
の

1
例
聖
不

す
｡図

両
の
複
雑
を
避
け
で
'
背
斜
の
中
の
二
佃
に
封
し

て
軸
面
を
構
成
し
他
は
省
略
し
た
｡

然
し
､
該
背
斜
を
組
成
せ
る
曲
線
は
残
ら
ず
示
し
た

攻
究
者
は
､
各
軸
面
に
就
き
各
圃
錐
曲
線
が
相
腰
す
る

草
種
の
交
鮎
は
於
て
次
の

曲
線
と.
接
す
る
位
置
を
追
跡

す
る
革
を
符
｡

而
し
て
隣
接
せ
る
各
切
線
孤
の
中
心
は
順
次
､
教

へ

ら

る
○

問
北
方
は
隆
起
せ
る
､
ジ

エ

リ

べ

(､､JerivehTI)と

構

す
る
背
斜
は
日
給
の
ス
ケ
ッ

チ

は

示せ
る
如
き
も
の

で
あ
る
.
縮
尺
に
依
-
明
夜
如
-
p
車
種
の
中

の
或
物

は
､
地
表
田
上
十
二
埋
以
下
で
は
命
令
し
な

い
｡

之
は
､
大
山
脈
は
於
る
小
縮
尺
本
棟
の
操
作
の
必
要

む
力
説
す
る
｡
即
ち
構
成
上
の
補
助
線
を
し
て
各
班
的

限
界
内
は
贋
か
ん
が
馬
で
あ
る
｡

閣
曲
に
封
す
る
岩
石
の
性
質
上
'
覗
執
性
は
殆
ど
無

限
は
下
方

へ
騰
績
せ
ず
と
の
推
定
に
は
別
に
俳
論
は
覆

い
｡
佳
日
す
べ
き
は
､
地
衣
以
下
数
十
哩
ほ
し
で
褐
曲

は
殆
ど
表
れ
ず

､
唯
北
東
方
に
'
援
傾
斜
せ
る
陸
地
基

盤
の
春
在
す
る
轟
で
あ
る
｡

地
下
数
哩
は
於
る
イ
ン
フ
ラ
白
望
系
(in
fra･C
reta･

ceous)
岩
石
中
に
於
る
賓
状
は
踊
す
る
推
察
は
底
に

群
論
的
議
論

へ
と
誘
-
が
之
は
本
籍
の
目
的
で
は
覆

い

*然
し
解
答
は
決
し
て
不
可
能
で
な

い
轟
は
確
言
し
得

る
0

報
之
は
踊
聯
し

て
Leith
…
S
tr
ucturat
g
eoto

gy

i91
4,
p

.

12
5
は
於

で
C
h
a
m

be
rla
in
及

S
a
i
lis･

b
ury

其

他
尊
者
の
評
論
あ
-

0

其

の正
否
を
聞
は
ず
､

W
eg
ener
氏
は
地
殻
の
摺

曲
作
用
の
況
度
は
踊
す
る
幾
多
の
東
軍
在
る
論
接
を

蒐
基
せ
ゎ
.

即
ら

J
.
G
.A

S
k
ert
氏
の
轟
に
成
る
T
h
e
O
rig
ir1

0
f
C
on
t
in
e

nts
&
O
cea
n
s
を

-
O
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